
国の重要伝統的建造物群保存地区選定を目指し活動する「勝山・重伝建推進の会」では、勝山が
大切に守り伝えてきた歴史と文化の価値を次世代のこどもたちや幅広い世代に知っていただくため
の歴史講演会を、真庭市と真庭市教育委員会共催で開催します。 講師には映画「武士の家計簿」
や「殿利息でござる」などの原作で江戸時代の武士や庶民の生活を描き、テレビの歴史番組などで
は司会を務める、国際日本文化研究センター教授で歴史家の磯田道史氏をお招きしします。
つきましては、事前報道・取材方よろしくお願い申し上げます。 

【情報提供】

礒田道史先生に訊く 「真庭市勝山の歴史と文化」
ー 歴史という靴を履き歩む ー

令和８年８月11日（火）午後２時開演日時

場所 勝山文化センターポンテホール

令和８年(2026年)６月９日 

報道関係 各位 
真庭市役所 

 

概要  

1. 開催日時 令和８年８月11日（火）午後１時30分開場 講演：午後２時から ４時まで
会場 真庭市勝山319番地 勝山文化センターポンテホール

 
2. 開催内容 講演演題など詳細は 表題または別紙ご案内チラシのとおり

聞き手：真庭市教育委員会生涯学習課 参事 森俊弘

３．入場指定席券取扱いについて
全席指定690席限定 入場指定席券500円/1人
入場指定券取扱い所 添付チラシ掲載の勝山・重伝建推進の会が指定する各取り扱い場所

４．入場指定席券の先行取扱いについて
各指定取扱い所での取り扱いを前に、著名な講師をお招きしての講演となり人気が予想されるため

入場 指定席券の先行特設取扱いを設定します。
日時 令和８年6月21日（日）午前10時から午後3時まで
会場：勝山文化センター特設取扱所にて先行取扱い

３．サイドストーリー（磯田道史先生 招へいについて）
国の重伝建地区選定を目指し活動する勝山・重伝建推進の会では、目指す上でその背景である勝山地域の町

並み景観の基である地域の歴史や文化の価値を、真庭市内外の多くの方々に知っていただくことと、地域で育まれる
次世代に知っていただくことが必要と考えました。
このため、昨年から著名な磯田道史先生のご厚意で今回の講演が実現したものです。磯田道史先生と勝山・重伝
建推進の会の意見交換も予定しています。

勝山振興局地域振興課
（担当 地域振興課長 山本）
TEL0867-44-2607 FAX0867-44-4569

勝山・重伝建推進の会 主催 歴史講演会

お問い合わせ先・発信元



1970年岡山市生まれ。慶應義塾大学大学院卒。
博士（史学）。
茨城大学助教授、静岡文化芸術大学教授など
を経て、現在、国際日本文化研究センター教授。
一般書に『武士の家計簿』（新潮ドキュメント
賞受賞、2010年映画化）、学術書に『近世大名
家臣団の社会構造』。小学5年の社会教科書
（日本文教出版）を執筆。岡山城天守閣の
展示を刷新、入場者を増やして大きな経済
効果を生み、山陽新聞賞。毎日新聞書評委員。
読売新聞の歴史コラムの執筆と挿絵を担当。
NHKのBS歴史番組「英雄たちの選択」では
司会をつとめている。

1971年東京生まれ。岡山県立
勝山高等学校卒業。岡山県警
察事務吏員、次いで久世町職

員、平成17年の市町村合併で真庭市職員となる。
現在、真庭市教育委員会生涯学習課参事。
岡山地方史研究会会員。専門は岡山県地域の
戦国時代史、特に備前宇喜多氏。主な著書に
『美作町史』・『鏡野町史』通史編（中世後期
担当）、論文に「岡山城とその城下町の形成
過程」（『岡山地方史研究』118）などがある。

令和８年（2026）
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